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冬の訪れは、私た響活i勝

蹴縄盤盤難搬もそのひ坊．・

先月20日欝寄醒活翻めだ仙田地・の生徒72人li灘蠣

5月いっぱいまで、家族と離れ馨の坐’購

奪》・や………と、デラックスな寄宿舎で、夕食をハクつぎなが

ら　皆満足そっ’遷熔…

　人口の動き

　12月1日現在
男　　5，151（＋8）

女5，264（一10）

計　10，415（一2）

世帯数2，363（＋3）

（）内は前月との比較
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1，とき　1月2日

2，ところ　総合セソターヘ集合

3，コース　2㎞及び4㎞（年齢別）

　主催は陸上クラプ及び町体協・

　公民館など。
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7回目の合同竣工式

建設事業は10億2，000万円

4
設
計
業
者
、
請
負
業
者
三
十
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に
感
謝
状
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県指定路線の計画

高
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叉
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市

　＝説明＝＝
一一■■無雪道路とし、二車線確保を目標
1川illl川川川川1“mll無雪道路とし、一車線確保を目標

　　　　一車線確保を原則とするも一状況により一時交通

一　　　　不能もある。　※県指定路線については、先般各戸に配布したパンフレ
　　ットをごらんいただければおわかりと思いますが、町
　　内分は上図のとおりです。

道路除雪

計画とお願い

今
年
の

今
年
の
国

・
県
・
町
道

の
除
雪
計
画

が
、
次
の
と

お
り
決
り
ま

し
た
。
除
雪
作
業

に
は
、
沿
道

の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
願

わ
な
い
と
、

実
施
で
き
な

い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で

特
に
次
の
事

項
に
つ
い
て

特
段
の
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

×
　
×
　
×

　
今
年
も
、
町
の
建
設
事
業
を
し
め
く

く
る
合
同
竣
工
式
が
、
先
月
二
十
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
経
費
の
節
約
を
ね
ら
い
と
し
て
始
め

ら
れ
た
こ
の
竣
工
式
も
、
今
回
は
七
回

目
を
か
ぞ
え
ま
す
。

　
総
需
要
抑
制
と
か
、
公
共
事
業
の
削

減
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
さ
わ
が
れ
て
い
る

中
で
、
今
年
の
建
設
事
業
の
総
額
は
、

十
億
二
千
万
円
、
こ
の
ほ
か
に
、
国
や

県
が
直
接
事
業
を
進
め
て
く
れ
る
、
道

路
整
備
、
ほ
場
整
備
、
堤
防
工
事
な
ど

を
含
め
る
と
、
三
十
億
に
手
が
届
く
ほ

ど
の
巨
額
が
、
町
内
に
投
じ
ら
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
竣
工
式
は
、
例
年
と
ち
ょ
っ

と
趣
を
か
え
、
町
政
功
労
者
等
と
な
ら

ん
で
、
別
掲
の
米
多
収
穫
共
進
会
の
表

彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
中
心
産
業
で
あ
る
米
づ
く
り
の

意
欲
増
進
の
機
会
に
も
と
ら
え
、
大
い

に
志
気
を
も
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。
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★
県
道
小
千
谷
＋
日
町
津
南
線
は
、
貝

喰
川
か
ら
原
田
郡
境
ま
で
、
国
道
二
五

二
号
線
は
、
栄
橋
か
ら
上
野
十
字
路
ま

で
、
冬
期
間
の
駐
車
は
全
面
的
に
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
は
も
ち
ろ
ん
、

昼
間
で
も
駐
車
し
な
い
よ
う
。

★
家
屋
連
だ
ん
地
域
の
屋
根
の
雪
お
ろ

し
に
つ
い
て
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の
区
間

に
つ
い
て
も
、
路
上
へ
の
積
出
し
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
．

★
町
道
の
夜
間
駐
車
は
、
で
き
る
限
り

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
路
上
の
自
動
車
の

た
め
、
除
雪
車
の
進
行
が
で
き
な
い
と

き
は
、
作
業
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

〈
町
道
の
除
雪
は
、
A
・
B
・
C
路
線

に
分
け
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。
＼
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な

う
　：
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企
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国
を
は
じ
め
、
地
方
自
治
体
の
財
政

危
機
が
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
赤
字
に
な
り
そ
う
な
自
治

体
の
名
が
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
流
れ
だ
し

川
西
町
も
そ
の
中
に
加
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
そ
こ
で
、
五
十
年
度
の
町
財
政
に
つ

い
て
、
の
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
町
の
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
十
四
億
四
千
四
百
八
十

八
万
八
千
円
で
あ
り
、
四
十
九
年
度
に

比
べ
、
四
十
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
三
回
の
補

正
で
、
現
在
の
総
額
は
十
五
億
八
千
六

百
二
十
四
万
円
と
な
り
、
こ
れ
は
類
似

町
村
に
比
べ
る
と
倍
近
く
の
規
模
に
な

り
ま
す
。

　
今
後
、
ま
だ
伸
ぴ
る
要
素
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
す
ま
す
大
型
予
算
と
な
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
予
算
は
、
国
の
財
政
計
画
や
、
総
合

開
発
計
画
を
基
調
に
、
流
動
す
る
社
会

情
勢
を
分
析
し
、
行
財
政
の
健
全
性
を

堅
持
し
な
が
ら
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
消
費
的
経
費
の
抑
制

に
努
め
、
投
資
的
経
費
の
増
大
を
目
途

に
、
効
率
的
な
予
算
を
編
成
し
て
い
る

わ
け
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
予
算
ど
お
り
に
こ
と

が
運
べ
ば
、
赤
字
に
な
ら
な
い
こ
と
は

当
然
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
何
ご
と
も
計
画
ど
お
り
に

ゆ
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
年
間
の
う
ち

に
は
、
思
わ
ぬ
で
き
ご
と
や
、
情
勢
変

化
も
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
景
気
上
昇
の
時
代
か
ら
、

　
　
　
星
　
名
　
仁
　
作

一
転
し
て
不
況
ム
ー
ド
の
年
と
な
り
、

引
締
め
時
代
到
来
を
予
測
し
て
、
そ
の

対
策
に
そ
っ
た
予
算
と
な
っ
た
も
の
で

す
が
、
冷
え
込
み
状
況
が
予
想
以
上
に

な
っ
た
こ
と
に
基
因
し
て
、
財
政
事
情

は
ど
こ
の
自
治
体
も
悪
く
な
り
、
対
策

に
苦
慮
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
予
算
編
成
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
歳

入
を
確
実
に
見
積
る
こ
と
が
、
健
全
財

政
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

鱒盃
響源気
がには
1媛
　き付

　
歳
入
の
中
で
、
大
き
な
財
源
と
し
て

地
方
交
付
税
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
篤

　
簡
単
に
い
え
ば
、
自
治
体
が
各
年
度

ご
と
に
最
低
限
必
要
と
す
る
経
費
の
う

ち
、
自
治
体
が
徴
収
し
て
財
源
に
で
き

る
地
方
税
の
一
定
額
が
、
最
低
必
要
経

費
に
満
た
な
い
場
合
、
そ
の
不
足
分
を

国
が
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
税
金
を
納
め
る
会
社
や
、
企
業
体
が

多
く
あ
る
自
治
体
に
は
交
付
さ
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
政
に
よ

っ
て
ち
が
っ
て
き
ま
す
。

　
自
主
財
源
に
乏
し
い
町
は
、
国
か
ら

の
交
付
税
に
頼
る
度
合
い
も
強
く
、
五

十
年
予
算
に
五
億
八
千
五
百
万
円
を
見

込
み
、
こ
れ
は
予
算
全
体
の
四
十
一
パ

ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
財
源
は
、
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
の
、
い
わ
ゆ
る
国
税
三

税
の
収
入
額
の
三
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
ト
＼
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冬
は
、
積
雪
や
凍
結
な
ど
に
よ
り
、

道
路
条
件
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
年
末
、
年
始
に
は
飲
酒
の

機
会
も
多
く
な
り
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ

る
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
今
、
町
で
は
、
交
通
事
故
の
な
い
、

明
る
い
年
末
、
年
始
を
お
く
ろ
う
と
、

冬
の
交
通
事
故
防
止
町
民
総
ぐ
る
み
の

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
次
の
事
項
を
重
点
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

擁
休
日
救
急
医

　
　
　
　
丸
県
中
高
県
千
川
刀
上
駐
加
　
　
　
白
野
元
元
横
山

　
　
　
　
線
道
線
線
線
内
内
内
内
線
線
　
　
　
路
線
線
線
線
鮪

　
　
B
　
原
大
新
高
中
千
高
仁
上
仁
高
　

＝
　
観
野
元
山
新
ト

ー
σ
．
．
．
9
。
．
。
ゆ
◎
6
9
．
．
．
．
◎
．
一
．
．
．
．
亀
．
σ
。
。
．
．
。
．
．
．
．
．
．
．
．
．
σ
．
。
．
．
◎
・
9
．
．
9
じ
．
・
9
亀
・
・
σ
◎
・
9
』
・
・
：
・
・
．
◎
・
9
．
：
9
．
。
σ
馳
3
：
・
9
9
。
9
σ
◎
：
一
◎
．
9
．
3
．
・
●
σ
．
・
9
＝
＝
～
二
：
ご
●
・
・
●
．
：
●
9
9
◎
。
・
働
3
～
，
。
●
9
・
●
●
9
・
◎
●
：
畠

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
　
驚
雛
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

　
　
　
1
2
月
1
1
日
～
－
月
1
0
日
ま
で
　
影
雛
圏
ウ
．
運
転
の
励
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匠
、
歩
行
者
事
故
の
防
止

　
（
予
定
の
た
め
、
変
更
さ
れ
る
場

　
合
も
あ
り
ま
す
。
）

1
日
　
中
条
病
院
⑦
三
〇
一
八

2
日
　
池
田
医
院
②
二
五
八
一

3
日
　
富
田
医
院
②
一
三
六
四

4
日
　
山
口
医
院
　
②
二
一
七
四

n
日
　
庭
野
医
院
　
②
二
七
一
一

15
日
　
大
島
医
院
　
②
二
九
五
七

18
日
　
至
誠
堂
医
院
②
三
二
七
六

町指定路線の計画

元町上野線元町～上野
山　　手　　線　元町～新町新田

新町部落内線　横町線～部落内

上野西浦線山喜屋～西浦線
ほ　場　幹線　山手線～田中線

田　　中　　線　地蔵堂～水源地

長岡小国松代線　室島～深瀬橋

　　〃　　　　小白倉部落内

説明

　1　降雪の状況により、A・B路線の

　　除雪できない場合は圧雪とします。

2　G路線は圧雪とします。

／　原田　部落内線　県道～原田公民館

ζ
＞　下平新田線　上野小～下平～県道
！新町新田線県道～中央通鞘
＞

！　㊧長岡小国松代線　大倉トンネル～白倉小

5
＞　　　　〃　　　　室島橋～部落内
ζ
l　e室島十日町線　室島橋～高倉農協
ラ

之
ξ

　路線名　　　区　 間
千手稲葉線　四郎兼町内
裏　　町　　　線　下平線～神社線

田　　中　　線　県道～地蔵堂

寺　　尾　　線　県道～寺尾

上野西浦線国道～南北
伊友小根岸線国道～神社前

三領部落内線国道～部落内
山　　手　　　線　国道～押木福松横

木落西浦線国道～部落内
北　　沢　　線　塩辛～仁田

塩辛線県道～塩辛

　
事
業
を
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
町

債
（
借
金
）
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
町
の
施
設
や
道
路
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
税
金
や
補
助
金
だ
け
で
は
、
と
て

も
足
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
と
き
、
国
や
県
か
ら
借
金
す

る
こ
と
を
町
債
と
い
い
ま
す
。

　
町
債
は
、
お
の
ず
か
ら
限
ら
れ
て
お

り
、
い
く
ら
で
も
借
り
ら
れ
る
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
借
り

た
金
は
、
利
子
を
含
め
て
返
済
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
住
民
福
祉
充
実
の
要
望
が
強
く
叫
ば

れ
て
お
り
、
借
金
を
し
て
も
事
業
を
進

め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

現
実
の
姿
で
あ
り
ま
す
。

〃
借
金
に
も

　
限
度
が
あ
る
〃

』
＼
交
付
す
る
も
の
で
、
景
気
の
よ
い
と

き
は
多
く
な
り
ま
す
が
、
不
況
に
な
る

と
三
税
の
収
入
が
減
少
す
る
の
で
、
自

治
体
へ
の
交
付
額
に
大
き
く
影
響
し
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
予
想
以
上
の
不
景
気
で
、

予
算
ど
お
り
に
国
税
三
税
が
入
ら
な
い

の
が
、
財
政
危
機
と
い
わ
れ
る
大
き
な

原
因
で
す
。

　
歳
入
が
予
算
ど
お
り
入
ら
な
い
と
き

は
、
極
力
事
業
を
抑
制
す
れ
ば
赤
字
に

な
ら
ず
に
済
む
こ
と
で
す
。

　
一
度
赤
字
団
体
に
な
る
と
、
簡
単
に

回
復
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、

自
治
体
も
、
企
業
も
、
個
人
も
同
じ
こ

と
が
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
事
業
を
休
ん
で
い
ら
れ
な

い
の
が
自
治
体
行
政
で
す
。

　
長
期
的
視
野
に
た
っ
て
、
対
処
し
て

ゆ
か
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
不
用
と
な

っ
た
仙
田
校
を
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
い

う
耳
新
し
い
名
称
で
、
今
伊
勢
平
治
地

内
に
移
築
中
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
生
徒
急
増
に
よ
り
、

高
校
川
西
分
校
の
現
校
舎
が
不
足
し
て

き
た
の
で
、
建
て
て
い
る
も
の
で
す
。

　
本
来
、
高
校
は
県
の
責
任
に
お
い
て

建
設
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
財
政
難
で

な
か
な
か
建
て
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
か
と
い
っ
て
、
放
置
し
て
お
く

わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
県
で
建
て
て
く
れ

る
ま
で
利
用
し
て
も
ら
う
建
物
で
す
。

　
用
地
買
収
、
寄
宿
施
設
な
ど
を
含
め

て
、
一
億
五
千
五
百
万
円
も
投
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
全
部
町

費
で
賄
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
し
わ

よ
せ
は
ど
こ
か
に
く
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
す
。

　
今
年
よ
り
も
、
来
年
度
以
降
に
｝
段

と
地
方
財
政
は
き
ぴ
し
く
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
歳
入
財
源
の
見
な
お
し
と
と
も
に
、

歳
出
経
費
の
節
減
を
は
か
り
な
が
ら
、

赤
字
に
な
ら
な
い
健
全
財
政
を
維
持
し

て
ゆ
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
各
位
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
景
気
の
よ
い
と
き
は
、
フ
ト
コ
ロ
具

合
も
あ
た
た
か
く
、
事
業
も
容
易
で
す

が
、
引
締
め
経
済
期
に
な
る
と
、
返
済

金
も
目
だ
っ
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
（
返
済
金
）
な
ど
は
、
ど
う
し
て
も

必
要
な
支
出
で
あ
り
、
削
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
す
。

　
　
「
赤
字
の
要
因
は

　
　
　
　
高
校
建
設
」
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『多

収
穫
共
進
会
』

最
高
は
1
0
a
当
り
十
一
俵
も

　
　
　
　
　
　
　
　
軌
道
に
の
っ
た
機
械
化

　
〃
よ
い
米
を
、
よ
り
安
く
、
よ
り
多

く
〃
と
、
今
年
初
の
試
み
と
し
て
行
わ

れ
た
、
機
械
化
に
よ
る
多
収
穫
共
進
会

の
結
果
が
決
り
ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
機
械
利
用

（敬称略）多収穫共進会入賞者

奨励賞（コシヒカリのみ）

囹生産組合の部

1位　　鶴霜生産組合　　渡　辺　　　強

　　　　　　10a当り　562K9

も
軌
道
に
の
っ
た
こ
と
な
ど
を
反
映
し

て
、
今
年
の
稲
作
は
、
全
体
に
豊
作
の

声
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
共
進
会

に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の

よ
う
に
、
収
穫
量
の
伸
ぴ
が
あ
ら
わ
れ

寺ケ崎生産組合　高　津　徳　治

　　　10a当り　548Kク
2位

該当者なし3位

囹個人の部

1位　高橋弥太郎（高倉）
　　　　　　　　10a当り　585K夕

高橋秀政（高倉）
　　　10a当り　566Kク

2位

て
い
ま
す
。

　
上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す

が
、
こ
れ
は
、
生
産
組
合
か
ら
の
参
加

者
十
人
（
一
組
合
二
人
に
限
定
）
、
個

人
の
参
加
者
十
一
人
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
も
の
、
生
産
組
合
は
該
当
田
の
全
刈

り
、
個
人
は
三
坪
刈
り
を
行
い
、
面
積

測
定
や
書
類
審
査
を
経
て
、
三
等
米
（

五
百
万
石
は
二
等
）
検
査
合
格
品
以
上

に
調
整
し
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
収
量
は
い
か
が
で
し
た
か
。

実（室島）

10a当り　554Kク
半田3位

囹生産組合の部

1位　下島生産組合　星名徳一
　トドロキワセ　　　10a当り　665Kク

2位　　下島生産組合　　星　名　　　要

　アキニシキ　　　10a当り　657K夕

吾
晦

　
　
ロ

健
あ
橋
り
　
当
高
a

　
　
10
齢磐骸

隣
位
ト
3

囹個人の部

1位　高橋弥太郎　（高倉）
　コシヒカリ　　　　10a当り　583K夕

2位　　星　名　太平治　　（越ケ沢）

　五百万石　　　　10a当り　571晦

ろ位　小川金吾（赤谷）
　五百万石　　　　　10a当り　567晦

公職選挙法の改正
ぺ　　　　　　　　　　　　　　《

寄
付
行
為
や

　
　
　
　
花
輪
な
ど
も
禁
止

“
要
求
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
”

公
職
選
挙
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ

去
る
＋
月
＋
四
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま

差し入れ

お酒なと付お祭りなとの

し
た
。

　
す
で
に
ご
承
知
の
方
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
改
正
は
、
き
れ
い

な
選
挙
、
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
め

ざ
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
改
正
内
容
で
、
私
た
ち
に
最
も
身
近

な
も
の
と
し
て
は
、
〃
公
職
の
候
補
者

等
の
寄
付
の
禁
止
及
ぴ
、
こ
れ
ら
に
対

す
る
寄
付
の
勧
誘
ま
た
は
要
求
の
禁
止

に
つ
い
て
〃
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
〃
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
と

ら
な
い
〃
の
三
な
い
運
動
を
、
政
治
家

や
候
補
者
、
有
権
者
が
、
そ
ろ
っ
て
推

進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
互
い
に

注
意
し
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
祭
り
の
と
き
に
、
お
金
を
寄
付
し

　
た
り
、
お
酒
な
ど
を
届
け
た
り
す
る

　
こ
と
。

◎
開
店
祝
い
、
落
成
式
な
ど
の
と
き
に

　
花
輪
を
贈
る
こ
と
。

◎
お
葬
式
に
香
典
や
花
輪
、
供
物
な
ど

　
を
贈
る
こ
と
。

◎
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
り
に

　
お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
を
届
け

　
る
こ
と
。

◎
出
産
、
入
学
、
卒
業
、
就
職
な
ど
の

　
お
祝
い
に
、
お
金
や
品
物
を
贈
る
こ

　
と
。

◎
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
に
、
弁
当

　
や
飲
物
を
さ
し
入
れ
た
り
、
バ
ス
代

　
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
。

◎
結
婚
式
の
と
き
に
、
お
祝
い
の
お
金

　
や
品
物
を
贈
る
こ
と
。

◎
旅
行
す
る
人
に
、
せ
ん
別
を
贈
る
こ

　
と
。

◎
選
挙
区
か
ら
の
陳
情
者
な
ど
に
、
食

　
事
や
飲
物
を
だ
し
た
り
、
お
み
や
げ

を
あ
げ
る
こ
と
。

税
金
を
納
め
た
し
る
し

必

癒
収
摯

　
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で

飲
食
店
、
旅
館
等
を
利
用
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
飲
食
店
な
ど
を

利
用
さ
れ
る
と
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
〃

料
理
飲
食
等
消
費
税
〃
が
か
か
り
ま
竃

　
飲
食
店
な
ど
で
は
、
税
金
を
受
取
っ

た
し
る
し
と
し
て
、
公
給
領
収
証
を
渡

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
定
の
金
額
以
下
（
免
税
点
）

の
と
き
は
、
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
場
合
は
公
給
領
収
証
の
発
行

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

（
お
詑
び
）

　
前
号
の
国
勢
調
査
の
概
数
を
扱
っ
た

と
こ
ろ
で
、
見
出
し
に
〃
前
回
よ
り
七

百
十
六
人
の
減
少
〃
と
あ
り
ま
す
が
、

〃
前
回
よ
り
七
百
六
十
九
人
の
減
少
〃

の
誤
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
町
政
の
ひ
ろ
ば
十
五
号
の
産

業
関
係
で
、
塩
辛
の
機
械
格
納
庫
の
工

事
施
工
者
が
〃
渡
辺
工
務
店
〃
と
あ
り

ま
す
が
、
〃
清
水
工
務
店
〃
の
誤
り
で

し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
ぴ
い
た
し
ま
す
。
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“
皆
さ
ん
の
浄
財
を
た
よ
り
に
”

沖
縄
に

　
　
県
の
戦
没
者
慰
霊
塔
を
計
画

　
沖
縄
を
は
じ
め
、
南
方
全
域
で
戦
没

さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
、
〃
新
潟
県
の

慰
霊
塔
〃
を
建
立
す
る
こ
と
が
決
り
、

ひ
ろ
く
皆
さ
ん
の
浄
財
を
あ
お
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
玉
砕
の
地
沖
縄
は
、
慰
霊
塔
の
島
と

も
い
わ
れ
、
全
国
都
道
府
県
の
慰
霊
塔

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
県
だ
け

は
い
ま
だ
建
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
　
こ
の
地
で
戦
死
さ
れ
た
本
県
人
は
一

千
百
八
人
、
太
平
洋
の
か
な
た
南
方
諸

地
域
を
含
め
る
な
ら
ば
、
数
万
人
の
慰

霊
が
ね
む
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
県
連
合
遺
族

会
、
軍
恩
連
、
市
町
村
会
な
ど
を
中
心

に
〃
慰
霊
塔
を
建
て
る
会
〃
（
会
長
は

県
議
会
議
長
）
が
発
足
し
、
建
立
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
す
で
に
、
沖
縄
県
の
ご
協
力
の
も
と

に
建
設
敷
地
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が

資
金
約
二
千
九
百
万
円
に
つ
い
て
は
、

＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
二
＝
＝
＝
囎
＝
＝
二
一
＝
＝
一
＝

年
賀
状
は
2
0
日

　
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
郵
便
局
か
ら

　
年
賀
状
の
受
付
け
は
、
十
五
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
年
末
は
郵
便
物
等
が
混
み

あ
い
ま
す
の
で
、
早
目
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。

　
元
日
に
お
届
け
す
る
た
め
に
は
、
お

そ
く
と
も
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に
は
投
か

ん
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
部
県
の
助
成
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
か
ら

の
浄
財
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
慰
霊
塔
建
立
に
は
、

　
　
　
　
　
ろ

　
〃
平
和
の
礎
で
あ
る
戦
没
者
に
心
か

ら
感
謝
し
、
ご
冥
．
福
を
祈
る
と
と
も
に

住
民
を
も
ま
き
こ
ん
だ
戦
争
が
、
い
か

に
悲
惨
な
も
の
で
あ
る
か
を
現
地
で
し

の
ぴ
、
再
ぴ
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
心
を
新
た
に
し
、
そ
れ
を
こ
の

塔
の
前
で
誓
い
た
い
〃

と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
浄
財
受
付
け
は
、
役

場
の
社
会
課
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

M
U
口
M
U
H
”
V
M
U
口
M
”
》
図
”
〉
口
M
”
》
H
U
H
“
U
口
h
》
ロ
ロ
M
U
口
M
”
》
M
U
口
目
》
M
U
目
▽
U

T
　
一
』

鯉
執
の
会
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

　
詩
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
を
愛
す
る
町

内
の
皆
さ
ん
、
文
芸
愛
好
会
（
仮
称
）

と
い
っ
た
も
の
を
つ
く
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
よ
う
か
。

　
町
内
で
も
、
趣
味
で
文
学
や
、
文
芸

を
愛
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
各
種
新
聞
紙
上
な
ど
に
、
当
町
か
ら

の
投
稿
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
し
、
せ
ま

い
紙
面
な
が
ら
、
当
広
報
紙
の
俳
壇
も

多
く
の
方
々
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
趣
味
を
も
つ
人
々
が
一
堂

に
会
し
、
と
き
に
は
「
文
芸
誌
」
に
ま

と
め
て
発
行
す
る
こ
と
も
意
義
あ
る
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。

　
楽
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
ま
た

苦
し
い
こ
と
の
趣
を
素
直
に
表
現
す
る

こ
れ
ら
の
文
芸
は
、
自
ら
の
知
識
や
教

養
を
は
ぐ
く
む
こ
と
で
も
あ
り
、
町
長

も
大
い
に
賛
意
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
手
は
じ
め
に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

軌
道
に
の
っ
た
ら
〃
文
芸
誌
〃
の
発
行

を
目
ざ
す
、
こ
ん
な
会
を
つ
く
ろ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
賛
同
者
は
、
公
民

館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
・
電
三
〇
八
番
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
～
～
～
5
～
～
～
～
～
～

〃
善
意
の
寄
付
〃

使途はこ

の
よ
フ
に

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
〃

善
意
の
寄
付
〃
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
本
紙
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
そ
の
使
途
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
、
と
の
質
問
に
よ
く

出
会
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
は
寄
付
金
の
取
扱

い
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
一
般
に
寄
付
金
は
、
町
の
会
計
に

入
れ
ら
れ
る
も
の
と
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
計
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
の

二
た
と
お
り
に
大
別
で
き
ま
す
。

　
香
典
返
し
と
し
て
い
た
だ
く
ほ
と

ん
ど
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
名
ざ

し
の
も
の
が
多
く
、
寄
付
の
大
半
を

し
め
て
い
ま
す
。

　
町
に
対
す
る
も
の
は
、
町
財
政
の

お願いしまあ～す
　　《歳末たすけあい》

赤い羽根は目標突破

今
月
一
日

よ
り
、
歳
末

た
す
け
あ
い

募
金
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
戸
平
均

二
百
円
く
ら

い
を
募
金
目

標
と
し
て
い

ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
あ

た
た
か
い
ご

理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
よ
り
始
め
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
は
、
次
の
と
お
り
当
初
の
目

標
を
大
き
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
お
願
い
に
あ
わ
せ
、
ご
協
力
を
感
謝

い
た
し
ま
す
。

※
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
実
績

目
標
額
　
　
四
五
四
、
五
〇
〇
円

実
績
額
　
　
四
九
〇
、
八
六
四
円

内
訳

　
戸
別
募
金
　
四
五
二
、
八
一
七
円

　
学
校
募
金
　
　
三
五
、
二
七
四
円

　
そ
の
他
　
　
二
、
七
七
三
円

　
　
　
　
川
西
町
共
同
募
金
会

1
善
意
を
あ
り
が
と
う
ー

　
　
　
　
枷
晒
紛
文
化
祭
の
収
益
金
な
ど

　
元
町
の
押
木
喜
策
さ
ん
か
ら
、
先
月

十
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
喜
助
さ
ん
の

香
典
返
し
と
し
て
三
万
円
、
社
協
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
高
校
川
西
分
校
の
一

5
～
～
～
～
～
5
～

一
部
に
使
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、

特
定
の
も
の
へ
の
使
途
を
指
定
し
た

も
の
は
、
そ
の
方
面
で
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
い
う
の
は
、

老
人
や
身
障
者
、
低
所
得
階
層
な
ど

へ
、
あ
た
た
か
い
手
を
さ
し
の
べ
る

た
め
に
っ
く
ら
れ
て
い
る
団
体
で
す

が
、
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
方
の
寄
付

金
だ
け
で
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
共
同
募
金
の
配
分
金
や
、
国
、
県

町
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
、
広
く
社

会
福
耕
の
た
め
活
動
を
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
そ
の
中
に
、
寄
付
金
会
計
と
い
う

も
の
を
設
け
、
香
典
返
し
な
ど
の
ご

寄
付
は
、
こ
の
会
計
を
と
お
し
て
有

効
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
四
十
九
年
度
の
寄
付
金

会
計
は
、
次
の
よ
う
に
収
支
し
て
い

ま
す
。

～
多
～
～
～
》
ノ
￥
ノ
多
》
ノ
￥
ノ
【
多

　
一
年
間
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は

十
七
件
で
、
総
額
三
十
八
万
円
、
こ

れ
に
繰
越
金
五
十
四
万
三
千
七
百
円

を
加
え
、
九
十
二
万
三
千

七
十
円
を
収
入
と
し
て
い

ま
す
。

　
支
出
は
、
老
連
湯
治
旅

行
助
成
二
万
円
、
老
連
囲

碁
将
棋
大
会
賞
品
代
三
万

四
千
八
百
円
、
老
人
作
品

展
助
成
二
万
二
百
円
、
喜

寿
の
祝
賄
費
七
万
円
、
精

薄
者
収
容
施
設
誘
致
研
究

費
六
万
八
千
四
百
円
、
敬

老
の
日
高
齢
者
祝
い
及
ぴ

賄
費
三
万
九
千
四
百
円
、

老
人
演
芸
大
会
費
七
万
七

百
円
、
妻
有
荘
入
居
者
一

日
里
帰
り
費
一
万
三
千
七

百
円
、
な
ど
で
あ
り
残
額

は
五
十
年
度
に
繰
越
さ
れ

て
い
ま
す
。

年
二
・
三
組
の
皆
さ
ん
か
ら
、
文
化
祭

の
収
益
金
一
万
二
千
六
百
六
十
七
円
を

恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
方
の
善
意
が
、
こ
の
よ
う

に
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

ご
理
解
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
老
人
作
品
展
の
助
成
に
も
）

、
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真人にテレビ中継局を開局

　　一BSNから
　
こ
の
た
ぴ
B
S

N
新
潟
放
送
局
で

は
小
千
谷
市
真
人

源
藤
山
に
、
小
千

谷
真
人
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
中
継
局
を
、

今
月
上
旬
か
ら
開

局
し
ま
し
た
。

　
こ
の
局
は
、
U

H
F
5
2
チ
ヤ
ン
ネ

ル
垂
直
偏
波
（
v

偏
波
）
で
放
送
し

ま
す
の
で
、
u
H

F
受
信
ア
ン
テ
ナ

を
垂
直
に
し
て
受

信
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
隻

　
詳
し
い
こ
と
は

お
近
く
の
電
気
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
十
一
月
分
】

◎
入
手
品
　
米
ぴ
つ
の
ふ
た
（
文
久
二

年
の
使
用
記
録
筆
書
あ
り
）
、
消
火
用

炎
筒
ポ
ン
プ
、
大
そ
り
。

◎
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
高
橋
勤
（
田

戸
）
、
藤
本
秀
雄
（
伊
友
）
藤
沢
部
落

仙
田
の
町
政
ポ
ス
ト

　
　
　
克
雪
セ
ン
タ
ー
に

　
仙
田
出
張
所
の
移
転
に
と
も
な
い
、

〃
町
政
ポ
ス
ト
〃
も
克
雪
管
理
セ
ン
タ

ー
の
玄
関
脇
に
移
動
し
ま
し
た
。

　
建
設
的
な
ご
意
見
な
ど
を
お
待
ち
し

人
権
コ
ー
ナ
ー
⑧

子
供
の
人
権
を

　
　
　
　
守
り
ま
し
よ
う

　
「
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
」
と
い

う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
の
共
通
の

願
い
で
あ
り
、
人
権
思
想
の
基
本
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
を
、
子
供

の
場
合
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
は

必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
子
供
を
、
子
宝
と
し
て
は
ぐ
く
む

こ
と
を
考
え
る
あ
ま
り
、
こ
れ
を
私

物
化
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し

よ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
反
面
、
子
供

の
存
在
を
や
っ
介
物
扱
い
を
す
る
よ

う
な
は
な
は
だ
し
い
例
も
あ
り
ま
篤

　
こ
の
よ
う
な
最
近
の
背
景
に
つ
い

て
、
朝
日
新
聞
社
説
（
四
八
・
三
・

一
七
）
は
「
（
前
略
）
、
そ
こ
に
は

子
供
を
社
会
的
な
存
在
と
み
た
り
、

一
個
の
人
格
と
し
て
尊
重
す
る
姿
勢

な
ど
全
く
な
い
。
　
（
中
略
）
、
た
ち

な
お
る
道
は
、
自
然
、
あ
る
い
は
生

命
の
尊
厳
と
い
っ
た
も
の
に
対
す
る

謙
虚
さ
を
と
り
も
ど
す
以
外
に
は
な

い
よ
う
に
思
う
。
」
と
論
評
し
て
、

親
子
間
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
の
重

要
な
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。

　
子
供
は
、
親
が
つ
く
り
出
し
た
「

物
」
で
は
な
い
こ
と
を
、
し
っ
か
り

認
識
し
た
い
も
の
で
す
。

．
．
●
●
●
．
●
．
●
．
●
●
●
．
●
．
●
●
．
．
●
．
●
．
●
．
●
3
．
．
．
●
．
．
．
●
．
●
．
●
．
●
．
．
．
●
．
●
●
●
．
●
零
．
．
．
●
．
●
．
●
．
．
．
．
．
●
●
●
．
●
3
●
●
一

質
問
内
容

一
、
広
報
か
わ
に
し
を
よ
く
読
み
ま
す
か
。

二
、
と
く
に
よ
く
読
む
も
の
は
。

三
、
紙
面
づ
く
り
を
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

四
、
ど
ん
な
内
容
を
望
み
ま
す
か
。

孟
、
そ
の
他
広
報
に
望
む
こ
と
を
。

　
　
　
　
　
入
口
の
推
移
に

ぐ竃読諮姦覇虜鶏

関
心

野
口

　
村
越
嘉
一
郎
さ
ん
G
の

一
、
簡
単
に
目
を
通
す
。

二
、
人
口
の
推
移
に
関
心

　
を
も
っ
て
い
る
。

三
、
特
に
な
い
。

四
、
現
状
で
よ
い
。

五
、
な
い
。
（
商
業
）

写
真
を
多
く

の
せ
て

発
電
所
通
り

　
　
蔵
品
正
子
さ
ん
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
よ
く
目
を
と
お
す
。
　
　
　
　
　
　
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
ト
ッ
プ
写
真
、
戸
籍
の
窓
。
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
議
会
内
容
な
ど
、
理
解
し
に
く
い
面
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
…

円
写
真
を
多
く
薄
ほ
し
い
．
㎜
㎜

五
、
今
の
ま
ま
で
よ
い
　
　
（
主
婦
）
　
　
　
●
●
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●o
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●●
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

家
中
で
楽
し
み
に
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
小
白
倉
江
口
幸
子
さ
ん
⑳
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
数
多
く
の
ご
意

見
、
投
書
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
匿
名
ば
か
り
で
、
処
理
に
困

っ
て
い
ま
す
。
紙
上
へ
掲
載
す
る
場
合

は
、
匿
名
を
希
望
さ
れ
て
も
結
構
で
す

が
（
こ
の
場
合
で
も
住
所
・
氏
名
は
明

記
の
う
え
〃
匿
名
希
望
〃
と
す
る
。
、
）

必
ず
住
所
・
氏
名
は
明
記
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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㎜
戸
籍
の
窓
か
ら

OJ

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

、
鋒
講
箋
題
に
っ
い
て
㎜
鍮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
戸
籍
の
㎜
　
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
・
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窓
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●
・
◎
新
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
身
近
か
●
●
　
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
，
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
話
題
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◎
新
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落
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…
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新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
・
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ご
●
・
◎
新
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
ま
…
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（

　
た
、
子
供
の
作
品
な
ど
を
多
く
の
せ
伽
◎
新
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酉
て
恥
し
磐
同
じ
・
（
主
婦
）
㎜
鍮

喜
多
村
十
一
郎
四
郎
兼

喜
多
村
栄
子

戸
田
庄
一

山
家
喜
子

押
木
　
暁

星
名
ヒ
・
子

四
郎
兼
か
ら

離辮灘棄豪雷
　　　　　ヒ
欝裳韓旱暁肇
中十赤栃沖田田木仁

桑
原
美
智
代

田落
か
ら

戸戸
か
ら

立木
か
ら

谷

＋
日
町
か
ら

中
仙
田

中
里
か
ら

．
◎
新
郎

m
（

の

“
◎
新
婦

ρρ

“
◎
新
郎

紬
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◎
新
婦

（
◎
新
郎

　
◎
新
婦
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新
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新
婦
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新
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新
婦
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新
郎

　
◎
新
婦
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新
郎

　
◎
新
婦
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◎
新
郎

　
◎
新
婦

（
◎
新
郎

　
◎
新
婦

山
口
利
春

小
幡
ち
い
子

小
林
和
治

榔
キ
イ
子

瀬
賀
良
治

根
津
芳
江

柳
　
利
夫

野
澤
志
津
子

上
村
九
二
夫

黒
部
久
美
子

根高高渡登
津橋橋邊坂

昭チ文久正
一工夫子明

北
村
キ
ヨ
子

小
林
浩
一

尾
身
英
子

仁
田
仁
田
か
ら

中
仙
田

＋
日
町
か
ら

東
善
寺

＋
日
町
か
ら

＋
日
町
か
ら

野
口
上
野

＋
日
町
か
ら

岩
瀬
宮
城
か
ら

坪
山

＋
日
町
か
ら

上
野

山
野
田
か
ら

中
仙
田

＋
日
町
か
ら
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新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎
山岡伊高六小高中数数樋富田相岡小渡内今高
口島藤橋本川橋條藤藤口井中崎崎川邊山井橋

軽靴転盟峯騨馨髪翻墾藍
高
原
田

越
路
か
ら

新
町
新
田

＋
日
町
か
ら

赤
谷

東
京
か
ら

沖
立

小
千
谷
か
ら

上
野

＋
日
町
か
ら

沖
立
沖
立
か
ら

新
町
新
田

＋
日
町
か
ら

岩
瀬
東
京
か
ら

神
社
町

福
島
か
ら

大
白
倉

仁
田
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

缶潮』駕離酬賠
　陽　 こ　　　　　多
一佐俊ず一貴雅有希香
樹子介恵弘規人　子織
進勝武一一日敏正信憲
　　平徳男出昭夫治一
　　　　　男
長長三長長長二三二長
男女男女男男男男女女
栄山坪仁三塩仁越鶴小
　野　　　　　　ケ　 白
町田山田領辛田沢吉倉

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田押佐小
口木藤ノH

ハ
ル

ァ
サ
喜
助

ヨ
シ

木元高岩
　　原
落町田瀬

六
一

六
八
七
〇
八
九

納
税
メ
モ

間
接
税
に
つ
い
て
（
続
）

・
印
紙
税
”
文
書
作
成
者
に
対
し

　
一
定
税
率
で
課
税

・
入
場
税
髄
興
業
等
の
経
営
者
ま

　
だ
は
、
主
権
者
に
対
し
、
入
場

　
者
か
ら
領
収
す
る
料
金
に
課
税

　
今
ま
で
の
べ
た
も
の
は
国
税
で

す
が
、
道
府
県
税
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
道
府
県
た
ば
こ
消
費
税
囎
日
本

　
専
売
公
社
に
対
し
、
小
売
人
に

　
売
渡
す
製
造
た
ば
こ
の
金
額
に

よ
り
課
税

　
　
　
　
（
次
号
続
）

　
　
　
　
　
　
か
わ
膨

。
総
擁
遭

　
　
　
　
　
　
太
田
自
南
風
選

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

◎
朝
寒
の
焚
火
踏
み
消
し
別
れ
け
り

◎
漬
樽
の
い
く
つ
か
並
ぴ
秋
の
暮

　
江
の
島
の
宿
の
夕
餉
の
し
じ
み
汁

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石
，

◎
何
を
掘
る
人
ぞ
小
春
の
山
畑

　
霜
あ
り
し
南
天
の
実
の
赤
き
こ
と

　
眠
る
子
の
せ
き
に
針
お
く
霜
の
夜

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

◎
焚
火
し
て
庭
木
の
囲
い
は
か
ど
ら
ず

　
山
茶
花
の
鉢
日
当
り
へ
持
ち
ま
わ
る

　
　
　
　
　
小
白
倉
圭
　
　
子

◎
一
す
じ
の
煙
ぬ
か
焼
く
過
疎
の
村

　
日
だ
ま
り
に
祖
母
の
背
丸
く
小
豆
干
す

　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

芒
持
つ
手
で
問
う
家
を
教
え
ら
れ




